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新 エ ネ ル ギ ー 委 員 会 の お 知 らせ （齢2。 回）

日 時

場 所

平成30年3月6日 （火） 午後1時 半 ～4時

参議院議員会館1階102会 議室

千代 田区永 田町2－ コー1

◇国会議事 堂前駅 （丸 の内線 ・千代 田線） ①番 出 口よ り5分 、永 田町

駅 （有楽 町線 ・半蔵 門線） ①番 出 口よ り下車2分 。 当 日、午 後1時

よ り、議員会館 玄関 にて、通行証 を差 し上 げます。 そ の時刻 前 に到

着 され た方 は、恐縮 です が、受付脇 の ロビー にてお待 ち下 さい。 ま

た、会議 開始後 にお越 しの方 は、受付 に 「102会 議 室 に行 きたい」

旨お伝 え下 され ば、 お迎 えに参 ります。

議 題1、 最近 の再生 ・新 エネルギ ーにつ いて想 う

挨拶 中島稔 新 エネルギー 委員長

2、 小 さな温 度差 で発 電す る技 術

解説 木 ロ学 東京 工業大 学理学 院教授

3、 『新 エネルギー 関連 ニ ュー スNO．173』

解説 中島稔 新 エネルギー 委 員長

報 告 去 る2月6日 開催 の 第319回 新 エ ネ ル ギ ー 委 員 会 は 、 中 島稔

新 エネ ル ギー 委員 長 が議長 を務 め行 われ ま した。

まず、清原淳 平専務理事 よ り、本 日の講師 ・細見正明東京農 工大学教

授 の経歴紹介が あ りま した。

次 に、 中島委員 長 よ り、 「最近 の再 生 ・新 エネル ギー につ い て想 う」

と題 して開会挨拶 が あ りま した。世界各 国 で、再 生 エネル ギー の普及

が 進 ん で い る。 例 え ば デ ン マ ー ク で は 、 風 力 発 電 が 総 発 電 量 の

43．4％ に達 した。 日本 では風力発 電 はわず か6％ 、水 力発 電 な どを加

えた再生 エネル ギー全体 で も14．5％ にす ぎない。10年 後 に再 生可能

エネル ギー シ ェア50％ を 目指 して い るが、 このペ ー スで果 た して実

現 は可能 だ ろ うか。

次 に、細 見教授 よ り、 「豚 の尿 か ら微 生物 を利 用 して メ タンガ ス を製 造す る

技術 」 と題 して解説 をいた だきま した。 日本 の養 豚 業者 は零細 が多 く、糞尿処

理 を十 分行 わず に川 へ放 流 してい る業者 が多 い。 環境 基準 に適合 した糞 尿処理

を行 い、かつ養豚 業者 が儲 か る仕組 み を作 らな けれ ば な らない。 特 に糞 は堆肥

化 すれ ば利 益 を上 げ るこ とはで き るが、尿 の処理 には コス トがか か る。従 来、

稲 わ らを混 ぜ 、複 数 の微 生物 を使 って加 水分解 、酢 酸 の生成 と脱 水 素化 、 メタ

ンの生成 とい うプ ロセ ス を経 るが、含水 率 が高い湿 式 では排水 処理 が必要 とな

り、結局 コス ト高 とな る。 そ こで、排水 処理 が不要 な乾式 発酵法 に着 目した。

糞尿 と稲 わ らの混合 率 を変化 させ た結果 、稲 わ らを糞尿 に対 して24％ 加 えた

もの は、30日 連続 の培養 が 可能 で あ る とわか った。 ただ し、稲 は年 中 とれ る

もので はな く、稲 わ らの取得 に もコス トがか か る。例 えば米 作 も行 ってい る農

家 な らよい が、零細農 家 に も同 じ条件 でで き るよ う、稲 わ ら と同様 の性能 を持

っ植 物 を探 してい る。 河川敷 に生 えてい る中で は、茅 が有用 の よ うだ。雑 木 の

枝 で も試 してい る。 また 、発 酵装置 も高価 なの で、 よ り安 く発 酵 で きる方 法 も

提案 したい。

次 に、中島稔委 員長 よ り 『新 エネル ギー 関連 ニ ュー スN・172』 の解 説 が あ

りま した。今 回は、 ○爆 発せ ず消火機 能 を備 えた リチ ウムイオ ン電池。 可燃性

の有機 電解液 を使 わ ない電解液 を使 用。 ○マ グネ シ ウム電池 用 の正極 の開発。

マ ンガ ンを加 えて耐久性 を高 めた。別 のプ ロジ ェク トで は、来年 か ら実 証実験

を開始 す る予 定 にな ってい る。 ○ 目本政府 が年 内策 定予定 の水素基 本戦 略 の概

要 が明 らか に。 水 素発 電 コス トを天 然 ガス と同程 度 まで 引き下 げ る 目標。 ○太

陽光 を追尾す る ソー ラーパ ネル の設 置計画。 ○薄 膜太 陽電池 セル の世界最 高効

率22．9％ を達成 。 ○ 日本政府 が洋 上風 力 発電促 進 のた めにル ール 作 りを進 め

る。 ○用 水路 で小 水力発 電 を行 う取 り組み。 ○ メ タンエ ンジ ンの実用 化へ 向 け

た取 り組 み、 な どの解説 が あ り、一 同大い に勉 強 に な りま した。

☆ レクチュアにつき、当 目会費 会員千円にご協力を。

次回、3E6日 （火） の新エネルギー委員会 に

御芳名

出 一 欠 （いずれかに○印）

貴方様のFAX

テロ対策 へ の警 備 か らの要請 上 、会 員 に限 ります 。

非会員で参 加希望者 は、2日 前までに履歴書 をご提 出下さい。

（その際の会費は二千円とな ります。）

事 務 局 宛FAXO3－3507－8587

協 和 協 会 事 務 局 奮03－3581一 工192時 代 を刷 新 す る会 事 務 局 奮03－3272－4320
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当 日連 絡 先080（8836）6203（ 重 田 ）080（9292）2620（ 高 津 ）


